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【発行日】平成24年7月12日(2012.7.12)

【公表番号】特表2011-527534(P2011-527534A)
【公表日】平成23年10月27日(2011.10.27)
【年通号数】公開・登録公報2011-043
【出願番号】特願2011-516527(P2011-516527)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｍ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｍ   3/00    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成24年5月28日(2012.5.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プッシュ受信側エージェントにおいて、該プッシュ受信側エージェントとプッシュ送信
側エージェントとの間での能力送達およびリソース交渉のためのセッション初期化プロト
コル（ＳＩＰ）メッセージを生成することと、
　Ｃｏｎｔａｃｔヘッダを該ＳＩＰメッセージに含めることであって、該Ｃｏｎｔａｃｔ
ヘッダは、該プッシュ受信側エージェントによってサポートされるプッシュリソースの値
を含むプッシュリソース識別子機能タグを含む、ことと
　Ａｌｌｏｗヘッダを該ＳＩＰメッセージに含めることであって、該Ａｌｌｏｗヘッダは
、該プッシュ受信側エージェントによってサポートされるＳＩＰ方法を含む、ことと、
　該ＳＩＰメッセージを送信することと
　を包含する、方法。
【請求項２】
　前記ＳＩＰメッセージは、ＳＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳ要求である、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記Ｃｏｎｔａｃｔヘッダは、前記プッシュ受信側エージェントを識別するＵｎｉｆｏ
ｒｍ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ（ＵＲＩ）をさらに含む、請求項２に記
載の方法。
【請求項４】
　前記ＵＲＩは、Ｇｌｏｂａｌｌｙ　Ｒｏｕｔａｂｌｅ　Ｕｓｅｒ　Ａｇｅｎｔ（ＵＡ）
ＵＲＩ（ＧＲＵＵ）を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記プッシュ受信側エージェントによってサポートされる前記ＳＩＰ方法は、ＩＮＶＩ
ＴＥ、ＡＣＫ、ＣＡＮＣＥＬ、ＯＰＴＩＯＮＳ、ＢＹＥ、ＭＥＳＳＡＧＥのうちの少なく
とも１つを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＳＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳ要求にユーザエージェントヘッダを含めることをさらに包
含し、該ユーザエージェントヘッダは、前記プッシュ受信側エージェントのモデル、供給
元、バージョンのうちの少なくとも１つをさらに含む、請求項２に記載の方法。
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【請求項７】
　前記ＳＩＰメッセージにＣｏｎｔｅｎｔ－ｔｙｐｅヘッダを含めることをさらに包含し
、該Ｃｏｎｔｅｎｔ－Ｔｙｐｅヘッダは、ＭＩＭＥ型としての“ｍｅｓｓａｇｅ／ｅｘｔ
ｅｒｎａｌ－ｂｏｄｙ”、ＡＣＣＥＳＳ＿ＴＹＰＥパラメータとしての“ＵＲＬ”、有効
期限パラメータ、前記ＵＡのプロファイルを特定する文書を指し示すＨＴＴＰ　ＵＲＬを
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＳＩＰメッセージに本文を含めることをさらに包含し、該本文は、Ｃｏｎｔｅｎｔ
－Ｄｉｓｐｏｓｉｔｉｏｎとして“ａｔｔａｃｈｍｅｎｔ”を含む、請求項７に記載の方
法。
【請求項９】
　前記ＳＩＰメッセージを送信することに対して、ＳＩＰ　２００　ＯＫ応答を受信する
ことをさらに包含する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１～９のうちのいずれか１項に記載の方法を実行するように構成されたプッシュ
受信側エージェント。
【請求項１１】
　プッシュ送信側エージェントにおいて、該プッシュ送信側エージェントとプッシュ受信
側エージェントとの間での能力送達およびリソース交渉のためのＳＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳ
要求を受信することと、
　該プッシュ送信側エージェントにおいて、ＳＩＰメッセージを生成することと、
　Ｃｏｎｔａｃｔヘッダを該ＳＩＰメッセージに含めることであって、該Ｃｏｎｔａｃｔ
ヘッダは、該プッシュ受信側エージェントによってサポートされるプッシュリソースの値
を含むプッシュリソース識別子機能タグを含み、該プッシュ受信側エージェントは、該Ｓ
ＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳ要求において指定された、ことと、
　Ａｌｌｏｗヘッダを該ＳＩＰメッセージに含めることであって、該Ａｌｌｏｗヘッダは
、該プッシュ送信側エージェントがサポートするＳＩＰ方法を含む、ことと、
　該ＳＩＰメッセージを送信することと
　を包含する、方法。
【請求項１２】
　前記ＳＩＰメッセージは、ＳＩＰ　２００　ＯＫ応答である、請求項１１に記載の方法
。
【請求項１３】
　Ａｃｃｅｐｔヘッダを前記ＳＩＰメッセージに含めることをさらに包含し、該Ａｃｃｅ
ｐｔヘッダは、前記プッシュ送信側エージェントによってサポートされるＭＩＭＥ型を含
む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記プッシュ送信側エージェントによってサポートされる前記ＭＩＭＥ型は、“ｍｅｓ
ｓａｇｅ／ｅｘｔｅｒｎａｌ－ｂｏｄｙ”である、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項１１～１４のうちのいずれか１項に記載の方法を実行するように構成されたプッ
シュ送信側エージェント。
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